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議 事 の 要 旨 

（１）あいさつ 

古矢議長あいさつの後、古矢議長の進行により議事が進められた。 

 

（２）小委員会からの報告及び提案について 

（秦野委員長） 

資料については小委員会で意見交換したもので、コンセプトとして前回定例会で

確認したことは、公民館に関わる職員、スタッフ、専門部の皆さんにとって、仕事

のヒントになるような、エールを送るようなものであって、公民館に関わってほし

い人たちに興味を持ってもらうようなメッセージでもあり、両者の仲立ちをするも

のであってほしいというものだった。出来上がったものをどう見せるかという点に

ついて沢山のご意見を頂いたので、この場で本編と概要版の両方をお示しできれば

よかったが、本編が完成しないと概要版の協議ができないので、概要版については

今後皆さんのご協力をお願いいたします。 

タイトルの案について、何故このタイトルになったかですが、これまでの協議で、

「公民館はもっとこうだったらいいね」という発言が多かったことからこのタイト

ル「もっと○○○公民館～あなたはこの○○○にどんな言葉をいれますか～」にし

ました。この○○○には手に取った人が「自分だったら」どんな言葉を入れるかな、

どんな期待をするかな、どういう思いを持って公民館を見るかな、ということを考

えてもらえるようなタイトルにしてみた。 

「はじめに」については前回定例会でお示しした内容を整理していますが、今後

も皆さんのご協力を頂きながら仕上げていきたいのでよろしくお願いします。 

次に社会教育委員の名前、選出母体などを記載した名簿を載せると思いますが、

社会教育委員から公民館で頑張っている人達に送るエールを一人ずつ書くと親し

みがわくかもしれないので、是非皆様にはご協力をお願いします。 

本文については、これまでの委員の発言、アンケートの自由記述などを見出しと

文章という構成で書くのではなく、対話のように読み進めるようにしています。本

文についても口語体でひらがなを多く用い、文章が長くならないように、中学生に

は難しいかも知れないが、高校生であれば読めるように作ってあります。 

事例などについては文字情報を少なくするため、チラシを転載したり URL で紹介

するようにしました。現在は見本として他市の事例を載せていますが、相模原市内

の事例を多く紹介したい。 

アンケートについてはグラフを載せてもスペースを取ってしまうので、上位 3つ

を数字で表した方がどのような回答が多かったか分かり易いと思われるため、その

ような載せ方にしてあります。 

コラムについては既に一部の委員に執筆をお願いしてありますが、他にも書ける



委員がいましたら是非執筆をお願いします。コラムにつきましては公民館研究大会

で事例発表された星が丘公民館の委員、大沢公民館の実行委員にも執筆をお願いす

る予定です。 

「そんな『もっと』をかなえるために」と、「むすび」は古矢議長が執筆します。 

イラストについては雨宮委員にご協力をお願いしていたところですが、内容に合

ったイラストを描ける方がいないとのことなので、現時点ではフリー素材を加工し

て載せています。イラストを描ける方がいましたらお願いしたいと思います。 

公民館マップについては水谷委員が案を作成し、各館の紹介を２行程度で書くよ

うになっています。 

概要版について良い案をお持ちの方がいましたら是非ご提案をお願いします。 

以上、小委員会で検討した結果をまとめたものが本日配布した資料となっていま

す。委員紹介、本文、コラム、アンケート・ヒアリングからの意見抽出、事例抽出、

マップの公民館紹介など多くの作業がありますが、社会教育委員全員で協力してこ

の報告書を作り上げることを小委員会からの報告と提案とさせていただきます。 

（古矢議長） 

  「もっと○○○公民館」お手元に取ってみた印象いかがですか。どのように感じ

たか、感想はありますか。 

（小林委員） 

 本当に脱帽している。１３のもっとを１つずつ読ませていただいたが、これが改

訂されて本日の資料になっている。この切り口であれば中学生くらいから飛びつけ

る。子どもを中心に、という市の姿勢もあります、そういう意味でかなり子ども寄

りの本、報告書になるかなと、とても良いと私は思っている。 

（古矢議長） 

 もう一度振り返るとどんなコンセプトで出来上がってきたか、市民に手に取って

もらえるようなまとめ方。中学生でも読めるような口語調、現場の皆さんと市民の

声をコラムのように入れる。この３つ、調査結果の集計、事例は別冊としてまとめ、

公民館の職員が活用できるようになっている。 

 これからグループに分かれて各委員分担をお願いしたい。全員の手が入ることで

立派な報告書になると思うので是非お願いします。一言メッセージは社会教育委員

皆さんの紹介です。公民館に関わっている皆さんに熱いエールを送るようなメッセ

ージをひとりずつ入れたい。10/25 までに事務局に送ってください。それ以外に各

委員には執筆・編集などを分担するためグループに分かれて話し合いを行います。

各グループ作業分担についてディスカッションをお願いします。どのような事例

を、アンケート項目を入れるか、各委員どのような作業をするのか話し合ってくだ

さい。最後にグループごとに発表していただきます。 

 



（金子委員） 

C グループの概要版と公民館マップはどのような内容ですか。 

（秦野委員） 

各グループの分担について説明します。公民館マップについては、前回の定例会

でお話ししたように、区ごとに公民館の位置を地図に落として、公民館の推しポイ

ント、紹介を短い文章で載せることになったので、水谷委員が推しポイントの紹介

文の案を考えていますが、表現であるとか、もっと良い文になるように一緒に考え

る作業をお願いします。概要版について今考えるのはとても難しいですが、前回の

定例会で概要版についてのアイディアたくさんお持ちの方がいらしたので、作成時

期、誰に向けて、どのようなものを、数量など整理していただくことをマップと一

緒に考えていただくのが Cグループの作業です。 

B グループについては、事例を見直しして面白い事例、説得力のある事例など抽

出し、吹き出しに追加する作業。A グループは、アンケート、ヒアリングから意見

を抽出し載せるページ、場所、吹き出しについての検討という分担になっています。

小委員会等を通して分担が決まっている委員につきましては、名前にはマルを付け

てあります。この後グループに分かれて各委員何かしらの分担に参加します。 

（古矢議長） 

それでは各委員興味のあるグループに分かれて討議をお願いします。 

 

【グループ討議終了後】 

 

（古矢議長） 

まとまったグループから発表をお願いします。 

（水谷委員） 

 Ｃグループは、概要版とマップについて話し合いました。マップの中に各公民館

の特徴を記載するというのが基本です。今日の話し合いの中ではもう少し親しみや

すいマップの方が良いのではないかという意見があり、それを石川委員のところの

学生さんに描いていただけるという話がありました。それから、このマップの各公

民館に関して２つぐらい特徴・ポイントを記載する。公民館の名前を少し大きいフ

ォントで書く。その他にＱＲコードを入れて、興味がある公民館のホームページが

見れる。そのような工夫をしましょうという意見が出た。細かいところではセール

スポイント、キャッチコピーを少し修正しようという話があり、今後Ｃグループで

協議して完成させたい。 

（古矢議長） 

 Ｂグループお願いします。 

 



（海野委員） 

 Ｂグループは事例の抽出で、相模原市の事例を中心にチョイスしました。最初に、

ソレイユのニコニコ食堂の子供の居場所づくりを事例として入れていくこと、環

境、気候変動や防災、ウクライナの戦争について取り上げてはどうかという意見が

ありました。人財については大野北のはやぶさ塾、その他に人財バンク、人財リス

トの地域人材を集めるために事例を挙げていこうとなった。最後に大沢地区でやっ

ていた、「遊ぼうぜ親子全力クラブ」というのがあり、これが専門部ではなくて、

実行委員会形式で行われた事例とのことなので載せたいという意見が出された。 

（古矢議長） 

 Ａグループいかがですか。 

（小林委員） 

 Ａグループは令和４年１０月のアンケートと、ヒアリングの資料をどのように拾

い上げるかという方法論で論議した。そして「もっと〇〇〇」というのが１３項目

あり、１３項目にそれぞれがどのように当たるかを拾う作業ついて論議した。拾い

始めたが時間が無いので１０月１６日に各委員が持ち寄り整理することとした。 

（古矢議長） 

 ありがとうございます。続いて資料３のスケジュールにつきまして事務局から説

明をお願いします。 

 

【事務局からスケジュールについて説明】 

 

 古矢議長の挨拶で会議を終了した。 

 

以 上 
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